
 

令和８年６月中野市議会定例会議事日程（第４号） 

 

                           令和８年６月18日(木) 午前10時開議 

 

１ 議案第９号 令和８年度中野市一般会計補正予算（第２号） 

２ 議案第10号 令和８年度中野市水道事業会計補正予算（第１号） 

３ 議 第 １ 号 ｍＲＮＡワクチン（レプリコンワクチンを含む）接種事業の中止を求める意見書

について 

４ 議案質疑 

５ 議案付託 

６ 市政一般質問 
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議案第 ９ 号 

 

 

   令和８年度中野市一般会計補正予算（第２号） 

 

 

 

 令和８年度中野市一般会計補正予算（第２号）は、次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算の補正） 

第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ 24,661千円を追加し、歳入歳出予

算の総額を歳入歳出それぞれ 27,725,060千円とする。 

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳

出予算の金額は、｢第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   令和 ８ 年 ６ 月１８日   提出 

            中 野 市 長   湯 本 隆 英 

 

令和 ８ 年 ６ 月   日    決 

            中野市議会議長   塚 田 一 夫 
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議案第１０号 

 

令和８年度中野市水道事業会計補正予算（第１号） 

 

第１条 令和８年度中野市水道事業会計補正予算（第１号）は、次に定めるところに

よる。 

第２条 令和８年度中野市水道事業会計予算第３条に定めた収益的収入及び支出の予

定額を次のとおり補正する。 

収          入 

 （ 科     目 ） （既決予定額）  （補正予定額）  （  計  ） 

 第１款 水道事業収益   1,154,628千円        395千円    1,155,023千円 

  第１項 営 業 収 益    997,499千円    △24,266千円     973,233千円 

  第２項 営 業 外 収 益    157,127千円      24,661千円    181,788千円 

支          出 

 （ 科     目 ） （既決予定額）  （補正予定額）  （  計  ） 

 第２款 水道事業費用   1,074,463千円       395千円  1,074,858千円 

  第１項 営 業 費 用   964,094千円       395千円   964,489千円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   令和 ８ 年 ６ 月１８日   提出 

             中 野 市 長   湯 本 隆 英 

 

   令和 ８ 年 ６ 月  日    決 

             中野市議会議長   塚 田 一 夫 
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            令和８年度 中野市水道事業会計補正予算（第１号）実施計画説明書

　１款　水道事業収益

項　 目　 　既決予定額 　補正予定額

1 営 業 収 益 997,499 △24,266

1 給 水 収 益 956,840 △24,266

2 営業外収益 157,127 24,661

2 他 会 計 負 担 金 51,854 24,661

　２款　水道事業費用

項　 目　 節 　既決予定額 　補正予定額

1 営 業 費 用 964,094 395

4 総 係 費 113,960 395

委 託 料 51,726 395

収　　益　　的　　収　　入

　　　　　  395 千円

収　　益　　的　　支　　出

　　　　　  395 千円

（水道補1）
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（単位：千円）

　計 　　　　　　　　　　説　　　　　　　　　　　　明

973,233

932,574 ・基本料金無償化に伴う減収 △24,266

181,788

76,515 ・一般会計負担金（基本料金無償化に伴う減収補てん） 24,661

（単位：千円）

　計 　　　　　　　　　　説　　　　　　　　　　　　明

964,489

114,355

52,121 ・水道料金システム改修委託料 395

（水道補1）
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議 第 １ 号  

 

 

   ｍＲＮＡワクチン（レプリコンワクチンを含む）接種事業の  

中止を求める意見書について  

 

 

 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第９９条の規定により、別記意

見書を関係行政庁に提出するものとする。  

 

 

 

   令和  ８  年  ６  月  １８  日   提   出  

 

 

         提案者   中野市議会議員  黒  岩    隆  

         賛成者   中野市議会議員  小  川  高  靖  

                     

           

           

           

           

 

 

 

 

 

 

 

   令和  ８  年  ６  月    日      決  

 

       中野市議会議長   塚  田  一  夫  
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ｍＲＮＡワクチン（レプリコンワクチンを含む）接種事業  

の中止を求める意見書（案）  

 

全国の市民が各自治体に対して公的な情報開示請求を行った「コロナワ

クチン接種データ開示請求プロジェクト」の全国 158の市区町村、 5,359万

1,257回分の接種後死亡観測データ（令和８年１月 26日時点）によると 、接

種当日と翌日の死亡者は、704人となっている。また、死亡者の新型コロナ

ワクチン接種者の死亡記録を見ると、最後のコロナワクチン接種から約３

～４か月後に死亡者のピークがあり、接種後の半年以上もの期間で死亡率

が上昇していることが分かる。これらの死因は特定されていないが、看過

できるものではない。   

新型コロナワクチン接種による予防接種健康被害救済認定数（令和８年

２月６日時点）は、累計進達受理件数 14,836件、累計認定数 9,441件、死亡

一時金または葬祭料に係る件数を含む累計認定数 1,063件となっている。し

かし、冒頭の自治体から開示されたデータを踏まえると、これらの数字は

氷山の一角である。  

新型コロナワクチンで使用されたｍＲＮＡワクチンは、「標的細胞」が

特定されぬまま特例承認として接種が開始された。筋肉注射された薬液は

全身を巡るため、あらゆる細胞がｍＲＮＡを取り込む可能性があり、その

結果スパイクタンパク質を発現した細胞は自身の免疫機能の攻撃を受ける。

このスパイクタンパク質は、当初すぐに分解されると説明されていたが、

接種後長期にわたり検出されたという報告もある。また、新型コロナワク

チンの繰り返し接種では、ＩｇＧ４の誘導等による免疫抑制などが懸念さ

れており、人体への影響は長期に及ぶものと考えられる。厚生労働省健康・ 

生活衛生局感染症対策部長及び厚生労働省医薬局長から、各都道府県知事

に出された「定期の予防接種等による副反応疑いの報告等の取扱いについ

て」の一部改正等について（令和６年８月８日感発 0808第５号医薬発 0808

第１号）の中でも、新型コロナワクチン接種後の長期にわたる影響、発症

までの期間が長いことなどに触れられており、現時点での新型コロナワク

チンの安全性の検討は不十分であると考える。  

よって中野市議会は、国に対し、下記事項について強く要望するもので

ある。  

 

記  

 

１  科学的検証が十分に行われるまで、国民へのｍＲＮＡワクチン（レプ

リコンワクチンを含む）接種事業を中止すること。  
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議 案 付 託 表 

 

議案第９号 令和８年度中野市一般会計補正予算（第２号） 

以上  総 務 文 教 委 員 会 

 

議 第 １ 号 ｍＲＮＡワクチン（レプリコンワクチンを含む）接種事業の中止を求める意見書につ 

いて 

以上  民 生 環 境 委 員 会 

 

議案第10号 令和８年度中野市水道事業会計補正予算（第１号） 

                               以上  経 済 建 設 委 員 会 
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